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院長補佐就任にあたって    院長補佐  西村 靖彦 

初めて精神保健福祉に関わるということではありません

が、行政の立場から関わるのと、病院に身を置くのとではま

るで違う、と感じながらの春でした。夏の暑さに耐え、さわ

やかな秋に励まされ、厳しい冬を迎える頃には少しは成長し

ていたい、と思っています。ここには、「ひだまり」「こもれ

び」といった静かであたたかな言葉と場所があります。自分

もこの中に身を置いて、季節の移ろいを共に感じながら過ご

していけたら、と思っています。 

私が最後に勤めた県立福祉のまちづくり研究所なる一風変わった場所には「人はまちへ、まち

は人を」という言葉がありました。これからの仕事にも通ずる言葉だろう、と思っています。 

よろしくお願いします。       
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事務長就任にあたって    事務長  浮田 達哉 

朝夕に秋の気配が少し漂ってきています。今年の 4月より事務 

長職を拝命し、前任者はじめ周りの方々の協力を頂きながら半年 

が経過しました。 

今期は診療報酬改定の年でもあり、春先は収益がどのように変 

化するか数字ばかり見ていた感があります。また、役職が変わる 

と業務内容も当然変わってきて、外部の組織や他病院様との交流 

も増えてきました。研修会などでの勉強も有効ですが、外部の方 

とする雑談の中にも気付きの「キーワード」が含まれていると思 

っています。今後も情報の共有をしながら、組織運営に微力を投じたいと考えています。 

～未来地域に根ざした医療～ 
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レク委員会 

 4 年に 1 度のオリンピックの感動が覚めない頃、我が東加古川病院でも室内競技のオリ

ンピックが開催されました。 

 初めての試みの競技ばかりで、説明を聞いてからの参加となり皆様不安と出場の喜びが

入り混じった表情をされていました。 

 いざ開始の合図がなると、堂々と競技され、結果が出ると病棟では見られないような笑

顔と歓声が沸き起こりました。参加された方皆様に金メダルをお渡ししたくなるような感

動の中、無事に終えることができました。 

 次回は 4 年後かな？？お楽しみに！ 

 

 

  デイケア  緒方 三枝子 

デイケアでは、月 3 回ほどプログラムの中に季節の行事を取り入れています。施設見学

もその一つです。普段は見る事の出来ない施設や工場などを見学し知識を広めています。

何より外に出かける事が出来るので、デイケアのメンバーさんはとても楽しみにしていま

す。今回は姫路にある「御座候」に出かけました。あんこのたっぷり入った大判焼きが工

場のラインを流れていくのを見られると思ってワクワクしていたのですが、大きなステン

レス製の釜で粒餡と白餡が炊かれていました。工場見学の後はお土産を買ったり、アイス

を食べたりしてゆっくりとした時間を過ごしました。帰りはバイキング形式の昼食を食べ

て大満足で帰ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 動 報 告 
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こもれび心療クリニック  院長  前田 真志 

この度、7月からこもれび心療クリニック院長を拝命致しました。 

こもれび心療クリニックは JR加古川駅から徒歩 5分 

と非常によい立地にあり、また、デイケアを併設した 

地域に根ざしたクリニックです。 

開設は平成 22年 7月にさかのぼりますが、それ以来 

大きな問題なく順調に地域医療を行ってきています。 

今後も順調に医療を行っていけるようスタッフ全員で 

協力して勤務して参ります。また、スタッフの異動、入 

職もあり(デイケア 2名異動、事務 1名異動、事務 1名入 

職)、新たな再スタートとなりました。今後も地域医療へ 

の貢献とクリニックの繁栄を願いスタッフ一同邁進して 

いきますので、今後とも宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラムの内容は不問という事なので、興味の有る認知症に関して書きます。2025 年 

の認知症患者数は 700 万人になると推定されています。 発想が単純ですが、ニーズが 

多くなれば遭遇する機会も増え、医療に携わる限り、特に精神科では重要さを増すと思 

います。 

認知症の中核薬は４種類有りますが、どのような症例に、どの薬を、どれ位使えば 

良いのか知りたいと考えています。しかし現存する薬剤はアルツハイマー型認知症を標 

的に作られたものなので、使用法、用量を間違うと症状が悪化する認知症も有り注意が 

必要です。また認知症関連難病には無効に近いと言われています。実際に遭遇する例で 

は典型例ばかりではなく、レビー小体型と前頭側頭型の 2つの症状を併せ持つ非定型な 

ものも有るようで、認知症の渦の中に呑込まれな 

い程度の知識と経験が積めればと考えます。 

 

医局コラム vol.18 

医師  南 英五郎 



Higashikakogawa Hospital 

- 4 - 

 

 

曜日 月 火 水 木 金 土 

午前 

森  木村 森 森 木村 森 

田原 菊川 賀川 津田  玉田 

木村 津田 谷川 浅野  菊川 

  南 大西 大西 大西 

午後 
   堀野 

（児童・思春期外来） 

  

①公共交通機関でのご来院 
ＪＲ東加古川駅下車 北口より徒歩１０分 

②お車でのご来院 
加古川バイパス 加古川東ランプ下車(山側すぐ) 

 

外来診察のご案内 

今年の夏はリオオリンピックで大いに盛り上がりましたね！ 

当院の東加古川オリンピックも負けずおとらずの盛り上がりでした！ 

これからも楽しいイベントをどんどんご紹介できればと思っています。 

広報担当 柿本 西川 岸本 福井 

 

広報担当 

 

編集 

後記 

 

＊外来変更のお知らせ＊ 
平成 28年 9月 1日より外来診察医師が変わりました。 
受付時間 8：30 ～11：30 
     午後診は予約のみとなっております。 

広報誌 （ PDF)

はホームペー

ジからも閲覧・

印刷可能です。 

西 1  角 あかね  

今年から社会復帰訓練を兼ねたレクリエーションを企画しています。 

今回は、その一環として買い物・調理訓練を行い、素麺に舌鼓を打ちました。特に8月は記録的な

猛暑日が続く中、患者様と一緒に近くのお店に材料の買い物に行きました。「久しぶりに買い物に

出掛けたわ。」「素麺って高いな。」など患者様からは色々な言葉が聞かれました。汗だくになった

いきいきした笑顔をみせてもらえた私達は、道中の辛かった暑さも忘れてしまうほどでした。 

また、初めて料理をする患者様からは「自分で初めて料理して食べた。素麺はこんなに美味しい

んだね。」などの感想が聞かれ、自分でする事に自信を持たれたように感じました。 

『何かに挑戦する事が意味のあることで、経験する事は無駄にはならない事、そして自

分の自信につながっていく事』そんな事に期待して、今後の病棟レク活動を他職種と連

携し提供していきたいと思います。 
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